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成果の概要／陳 卓然 

私は 2023 年 7 月 9 日〜14 日にフランス・リヨンで開催された Goldschmidt 

2023 学会を参加した。本学会は地球化学分野の研究者を集まる国際会議で

ある。参加者は陸地、海洋、大気の自然環境など 14 のテーマについて発表

し、特に気候変動と人間活動の関係のトピックが注目されている。学会には主

題演題や地球化学分野での受賞者による講演、実験装置の展示など、科学

者や企業との交流する場も設けた。 

 

自身の発表は、海洋化学分野の「Marine trace element cycling from the 

estuaries to the open ocean (GEOTRACES)（河口から外洋への海洋微量元素

循環）」セッションに行った。私は海水中における生物活性微量金属の溶存

態（dM）と全可溶態（tdM）濃度の分布を研究している。全可溶態と溶存態濃

度の差から置換活性粒子態の濃度（lpM）を求めた。研究対象となる亜寒帯

北太平洋は高栄養塩・低クロロフィル（HNLC）海域として知られ、微量金属の

濃度と生物地球化学循環が植物プランクトンの増殖に深く関わっている。本

学会でのポスター発表は 2017 年白鳳丸 KH-17-3 航海の全 21 測点・合計

800 個以上のサンプルについて、5 元素（アルミニウム Al, マンガン Mn, 鉄

Fe, コバルト Co, 鉛 Pb）の lpM と dM の微量金属分布を比較し、濃度分布

の結果を報告する。アラスカ湾周辺の大陸斜面には、大陸起源粒子による微

量金属の供給と除去が見られた。また、バウンダリースキャベンジの現象が明

かされた。先行研究と比較して、大気汚染による人為起源 Pbの減少を反映し

た。北緯 47 度・東経 160 度の測点において、東日本大震災による lpM の挙

動も分析した。 

 

自身の発表のほかに、海洋微量元素における研究で受賞された Phoebe Lam

教授（カリフォルニア大サンタクルーズ校）による主題講演と会食を参加した。

Lam 教授は海洋粒子と生物地球化学循環の関係について、大西洋での研

究結果を用いて説明した。講演の内容が自身の研究と類似している部分が

多く、私は大西洋での微量元素分布のマッピングに大変感銘を受けた。会食

には、海洋学者かつ学会開催委員の Catherine Jeandel教授（フランス国立科

学研究センター）が同席した。各国の海洋微量元素学者が一堂に会い、各自

の研究海域と対象元素に関する発見を交流した。自身のアラスカ湾における

研究結果をさまざまな見解と考察を頂いた。また、海洋における希土類微量

元素、同位体分別などの情報も収集できた。 

 

最後に、貴財団より助成を頂けたことに深く感謝申し上げます。 

 


